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２　面

２
８
日
、
大
分
市
の
コ
ン
パ
ル
ホ
ー
ル
「多
目
的
ホ
ー
ル
」

に
お
い
て
、
令
和
６
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。
提
案

し
た
全
て
の
議
案
が
賛
成
多
数
で
可
決
、
成
立
し
た
。

本
年
度
は
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
が
あ
り
、
理

事
１
１
名
、
監
事
５
名
が
選
任
さ
れ
た
。
総
会
後
直
ち
に

第
４
回
理
事
会
を
開
催
し
、
代
表
理
事
組
合
長
に
中
根

隆
文
氏
、
専
務
理
事
に
本
庄
を
重
任
し
た
。
次
い
で
開
催

し
た
監
事
会
で
は
、
代
表
監
事
に
村
田
輝
之
氏
を
選
任

し
、
常
勤
監
事
に
三
宅
哲
朗
氏
を
重
任
し
た
。

理 事

鳴 海 盛 彦

令和６年度

通常総会 開催 中根組合長を重任

氏　　名 備　　考

代表理事組合長 中根 隆文

 重任・上入津地区

理 事
第3回理事会

水研だより

３　面

組合長挨拶

監 事 林 三 正  重任・員外

（任期） 令和６年６月２８日～令和９年度通常総会終結の時

総
会
当
日
の
正
組
合
員
数
２
３
５
８

人
中
１
９
５
０
人
が
出
席
し
（内
、
書

面
議
決
に
よ
る
出
席
１
８
７
４
人
）、

総
会
は
成
立
し
た
。

冒
頭
、
中
根
組
合
長
が
挨
拶
し
、
５

年
度
の
成
果
を
踏
ま
え
た
本
年
度
の

推
進
方
向
を
示
し
て
組
合
員
の
協
力

を
仰
い
だ
。
（▽
２
面
に
挨
拶
概
要
）次

い
で
県
農
林
水
産
部
の
大
屋
寛
審
議

監
が
知
事
祝
辞
を
代
読
、
農
林
中
央

金
庫
福
岡
支
店
Ｊ
Ｆ
マ
リ
ン
バ
ン
ク
九

州
担
当
の
志
野
英
樹
部
長
か
ら
祝
辞

を
い
た
だ
い
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
・祝
電
を

披
露
し
た
後
、
議
長
に
茅
野
眞
二
氏

を
選
出
し
て
議
事
に
入
っ
た
。

第
１
号
議
案
「第
２
２
事
業
年
度
（令

和
５
年
度
）事
業
報
告
及
び
剰
余
金

処
分
案
の
承
認
に
つ
い
て
」か
ら
第
１
９

号
議
案
「役
員
の
選
任
に
つ
い
て
」ま

で
、
全
て
賛
成
多
数
で
承
認
し
た
。

出
席
組
合
員
か
ら
は
、
「黒
字
支
店

の
優
遇
策
」及
び
「漁
業
権
に
基
づ
か

な
い
養
殖
業
へ
の
対
応
」に
つ
い
て
質
疑

が
あ
っ
た
。

【第
４
回
理
事
会
】

総
会
終
了
後
、
ホ
ー
ル
内
の
会
議
室

で
第
４
回
理
事
会
を
開
催
し
た
。

第
１
号
議
案
「代
表
理
事
組
合
長
及

監 事 松下光太郎  新任・津久見地区

監 事

JFｼｪﾙﾅｰｽ

嶋 原 隆 之  新任・米水津地区

渡 邉 満 晴  新任・名護屋地区

代 表 監 事 村 田 輝 之  新任・香々地地区

田 中 浩 二

第7回県会議

常 勤 監 事 三 宅 哲 朗  重任・員外

理 事

 重任・杵築地区

専 務 理 事 本 庄 新  重任・員外

理 事

廣 戸 英 吉  新任・臼杵地区

理 事 疋 田 一 則  重任・鶴見地区

理 事 中 山 公 夫  新任・日出地区

理 事 須 川 直 樹  重任・佐賀関地区

 新任・中津地区

理 事

び
専
務
理
事
の
選
任
に
つ
い
て
」で
は
、

代
表
理
事
組
合
長
に
満
場
一
致
で
中

根
隆
文
氏
を
重
任
し
た
。
次
い
で
、
専

務
理
事
に
本
庄
を
重
任
し
た
。

第
２
号
議
案
「特
定
理
事
の
決
定
に

つ
い
て
」で
は
、
中
根
組
合
長
を
特
定

理
事
に
決
定
し
た
。

第
３
号
議
案
「理
事
会
の
招
集
順
位

に
つ
い
て
」で
は
、
組
合
長
が
事
故
又
は

欠
員
の
と
き
は
専
務
理
事
が
招
集
す

る
こ
と
に
決
定
し
た
。

第
４
号
議
案
「業
務
報
告
書
の
行
政

庁
へ
の
提
出
に
つ
い
て
」及
び
第
５
号
議

案
「２
０
２
４
年
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー

誌
の
発
行
に
つ
い
て
」は
総
会
議
決
を

受
け
た
内
容
で
あ
り
承
認
し
た
。

第
６
号
議
案
「組
合
員
の
異
動
に
つ

い
て
」で
は
、
正
組
合
員
へ
の
譲
渡
加
入

１
名
、
資
格
変
更
１
名
、
准
組
合
員
へ

の
新
規
加
入
２
名
、
資
格
変
更
１
名
、

支
店
間
移
動
１
名
を
承
認
し
た
。

第
７
号
議
案
「役
員
報
酬
の
決
定
に

つ
い
て
」及
び
第
８
号
議
案
「漁
業
生

産
力
の
発
展
に
関
す
る
計
画
の
点
検

表
の
大
分
県
へ
の
提
出
に
つ
い
て
」は
原

案
を
承
認
し
た
。
第
７
号
議
案
の
採

決
に
際
し
て
は
、
役
員
報
酬
か
ら
出

資
金
の
増
資
を
行
う
も
承
認
し
た
。
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令
和
６
年
度
通
常
総
会
の
招
集
を
決
定

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
案
を
承
認

を
推
進
し
た
こ
と
も
奏
功
し
、
自
己
資

本
比
率
は
４
年
度
末
の
１
０
・７
９
％

か
ら
１
２
・８
％
へと
大
き
く
改
善
し
ま

し
た
。

こ
れ
ら
の
成
果
は
、
組
合
員
の
ご
理

解
と
ご
協
力
、
積
極
的
な
系
統
利
用

の
賜
で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

漁
協
経
営
を
取
り
巻
く
状
況
は
引

き
続
き
厳
し
く
、
予
断
を
許
し
ま
せ

ん
。
６
年
度
に
お
い
て
も
販
売
事
業
の

強
化
な
ど
経
済
対
策
を
進
め
る
と
と

も
に
、
経
営
基
盤
の
強
化
と
健
全
性
の

確
保
に
向
け
自
己
資
本
の
拡
充
に
努

め
、
信
用
事
業
譲
渡
に
向
け
た
検
討

も
加
速
さ
せ
ま
す
。

特
に
、
８
月
２
４
日
に
竣
工
を
迎
え

る
新
加
工
場
を
活
用
し
、
既
存
の
米

水
津
や
杵
築
の
加
工
場
と
も
合
わ
せ

て
産
地
加
工
の
一
層
の
推
進
を
図
り
、

輸
出
を
含
め
た
販
売
の
多
チ
ャ
ネ
ル
化

を
進
め
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
、
１
１
月
１
０
日
に

開
催
さ
れ
る
「第
４
３
回
全
国
豊
か
な

海
づ
く
り
大
会
～
お
ん
せ
ん
県
お
お
い

た
大
会
」の
成
功
に
向
け
、
全
力
で
取

り
組
み
ま
す
。

今
後
と
も
課
題
を
解
決
し
、
組
合
員

の
経
営
安
定
と
協
同
組
合
活
動
の
発

展
に
向
け
、
新
た
な
役
員
体
制
の
も
と

役
職
員
一
丸
と
な
り
取
り
組
に
で
ま

い
り
ま
す
。
組
合
員
の
皆
様
の
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
方
へ

当
漁
協
は
組
合
員
や
漁
協
の
経
営

改
善
に
向
け
、
組
織
の
再
編
、
業
務
の

効
率
化
、
事
業
の
重
点
化
、
ま
た
担
当

理
事
を
定
め
不
良
債
権
の
回
収
な
ど

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
経
済
活
動
で

は
、
ま
き
網
漁
業
の
好
漁
等
に
よ
る
販

売
事
業
の
売
上
増
大
、
養
殖
ブ
リ
を

主
体
と
す
る
産
地
加
工
の
増
加
、
お

さ
か
な
ラ
ン
ド
等
の
漁
業
自
営
事
業

の
伸
長
に
よ
り
、
前
年
度
を
上
回
る
事

業
利
益
が
確
保
で
き
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
収
支
実
績
は
事
業
利
益

が
２
千
２
百
万
円
と
７
期
ぶ
り
の
黒

字
、
経
常
利
益
が
９
千
４
百
万
円
と
３

期
ぶ
り
の
黒
字
を
達
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
５
年
度
よ
り
受
検
と

な
っ
た
会
計
監
査
人
の
指
導
に
よ
り
企

業
会
計
基
準
に
よ
る
決
算
事
務
を

行
っ
た
結
果
、
当
期
剰
余
金
は
３
億
８

千
８
百
万
円
の
増
収
増
益
と
な
り
ま

し
た
。

さ
ら
に
は
、
組
合
員
の
高
齢
化
と
減

少
に
対
応
し
た
出
資
金
基
準
の
見
直

し
や
、
役
員
に
よ
る
率
先
増
資
の
取
組

海洋建設主任

大原啓史氏

（2）

通常総会
組合長挨拶
（概要）

第
３
回
理
事
会
終
了
後
、
Ｊ
Ｆ
Ｍ
Ｂ

県
会
議
が
あ
っ
た
。
５
年
度
決
算
が
確

定
し
た
こ
と
を
受
け
、
旧
理
事
に
よ
る

最
後
の
会
議
と
な
っ
た
。

５
年
度
決
算
着
地
に
つ
い
て
、
事
業

利
益
・経
常
利
益
段
階
と
も
に
黒
字

と
な
り
、
会
計
監
査
人
の
指
導
に
よ
る

会
計
手
法
に
従
い
自
己
資
本
比
率
は

１
２
・８
％
ま
で
上
昇
し
た
こ
と
が
確

認
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
早
期
指
導

先
基
準
へ
の
該
当
は
解
消
し
、
決
算
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
で
精
査
の
上
９
月
を
目
途

に
解
除
さ
れ
る
見
通
し
と
な
っ
た
。

「５
年
度
の
不
良
債
権
回
収
に
係
る

実
績
報
告
」で
は
、
担
当
理
事
か
ら
対

応
実
績
に
つ
い
て
最
終
報
告
を
行
っ

た
。
５
先
が
延
滞
解
消
、
２
先
が
２
３

年
度
末
で
償
却
済
、
５
先
が
最
終
整

理
と
な
っ
た
。

「そ
の
他
」で
は
、
今
後
の
県
会
議
の

持
ち
方
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
早
期
指

導
先
の
指
定
が
解
除
さ
れ
れ
ば
事
業

実
績
の
管
理
は
不
要
と
な
る
が
、
不
良

債
権
の
回
収
、
信
用
事
業
譲
渡
を
含

む
組
織
再
編
、
産
地
加
工
実
績
の
進

捗
管
理
、
増
資
及
び
経
済
事
業
手
数

料
の
引
上
げ
等
に
つ
い
て
は
重
要
な
検

討
課
題
で
あ
り
、
新
理
事
間
で
の
協
議

が
必
要
と
な
る
。

２
８
日
の
総
会
に
向
け
、
第
３
回
理

事
会
を
開
催
し
た
。
第
６
号
議
案
「第

２
２
事
業
年
度
（令
和
５
年
度
）事
業

報
告
及
び
剰
余
金
処
分
案
の
承
認
に

つ
い
て
」か
ら
第
１
６
号
議
案
「役
員
の

選
任
に
つ
い
て
」ま
で
は
総
会
提
出
議

案
第
１
号
か
ら
第
１
９
号
に
対
応
す

る
も
の
で
、
第
２
回
理
事
会
で
議
決
済

み
の
事
項
以
外
を
説
明
し
原
案
を
承

認
し
た
。
第
１
７
号
議
案
で
は
、
令
和

６
年
度
通
常
総
会
の
招
集
と
付
議
事

項
を
承
認
し
た
。

こ
の
他
、
第
１
号
議
案
で
は
組
合
員

の
異
動
を
、
第
２
号
議
案
で
は
利
益
相

反
と
な
る
理
事
と
の
融
資
契
約
を
承

認
し
た
。
第
３
号
議
案
は
、
農
林
中
央

金
庫
の
資
本
再
構
築
に
資
す
る
た
め
、

既
往
の
永
久
劣
後
ロ
ー
ン
１
４
４
百
万

円
の
繰
上
償
還
を
受
け
、
同
額
を
高

配
出
資
す
る
こ
と
に
つ
い
て
承
認
し

た
。
第
４
号
議
案
で
は
総
会
の
部
会
の

開
催
（姫
島
支
店
）を
、
第
５
号
議
案

で
は
令
和
６
年
度
に
お
け
る
同
一
人

に
対
す
る
信
用
供
与
限
度
額
の
設
定

に
つ
い
て
、
原
案
を
承
認
し
た
。
ま
た
、

第
１
８
号
議
案
で
は
、
老
朽
化
に
よ
り

危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
る
西
大
分
倉

庫
の
解
体
に
つ
い
て
承
認
し
た
。

協
議
・報
告
事
項
で
は
、
第
６
号
議

案
に
関
連
す
る
貸
借
対
照
表
・損
益

計
算
書
及
び
注
記
表
、
並
び
に
決
算

監
査
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
ま

た
、
全
国
漁
信
基
大
分
支
所
運
営
委

員
の
推
薦
、
県
漁
済
事
業
運
営
委
員

及
び
県
漁
業
公
社
理
事
候
補
者
選
任

に
つ
い
て
報
告
、
了
承
し
た
。

５
月
３
１
日

第
３
回
理
事
会

第
２
回

支
店
長
会
議

担
当
者
研
修
会

支
店
長
及
び
購
買

１
４
日
、
県
税
務
課
と
県
税
事
務
所
を

講
師
に
「軽
油
引
取
税
の
免
税
措
置
に

関
す
る
仕
組
み
と
事
務
等
」に
つ
い
て
学

ん
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
で
長
く
研
修
の
場
が
持

て
ず
、
制
度
と
適
正
な
取
り
扱
い
に
つ
い

て
再
確
認
し
た
。
（７
面
に
パ
ン
フ
）

ま
た
、
海
洋
建
設
㈱
か
ら
、
Ｊ
Ｆ
シ
ェ
ル

ナ
ー
ス
の
特
徴
と
効
果
に
つ
い
て
報
告
を

い
た
だ
い
た
。
（４
面
に
関
連
画
像
）

１
０
日
、
通
常
総
会
に
向
け
会
議
を
開

催
し
た
。
業
務
報
告
書
に
よ
り
、
決
算
状

況
・事
業
計
画
に
つ
い
て
説
明
し
、
総
会

開
催
手
続
き
を
確
認
し
た
。

県税務課副主幹

高野仁美氏

早
期
指
導
先

解
消
へ

第
７
回
Ｊ
Ｆ
Ｍ
Ｂ
県
会
議
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（3）

中
根
本
部
長
に
表
彰
状
を
手
交

す
る
中
島
常
務
理
事

（
左

）

ま
た
、
新
規
加
入
者
と
し
て
青
年
漁

業
士
２
名
、
指
導
漁
業
士
５
名
が
紹

介
さ
れ
た
。

ま
た
、
総
会
に
先
立
ち
「全
体
研
修

会
」が
開
催
さ
れ
た
。
山
口
県
漁
協
特

牛
支
店
副
運
営
委
員
長
・指
導
者
代

表
の
春
永
克
己
氏
ら
が
「山
口
県
に
お

け
る
漁
業
研
修
生
受
入
れ
に
係
る
体

制
構
築
及
び
定
着
促
進
の
取
組
み
に

つ
い
て
」講
演
し
た
。

こ
の
他
、
県
漁
業
管
理
課
の
片
野
主

幹
が
「大
分
県
農
林
水
産
部
次
期
長

期
計
画
に
つ
い
て
」、
水
産
振
興
課
の

田
西
主
幹
が
「大
分
県
の
担
い
手
対
策

に
つ
い
て
」話
題
提
供
し
た
。

還
元
奨
励
策
等
が
附
議
さ

れ
、
い
ず
れ
も
承
認
さ
れ
た
。

８
日
、
別
府
市
内
の
ホ
テ
ル
で
第
２
６

回
通
常
総
会
が
あ
っ
た
。

松
原
正
隆
会
長
の
挨
拶
、
県
漁
協
新

川
参
事
に
よ
る
中
根
組
合
長
の
来
賓

祝
辞
代
読
、
県
水
産
振
興
課
大
塚
課

長
の
祝
辞
に
次
い
で
、
森
岡
道
彦
氏
を

議
長
に
選
出
。
会
員
１
２
３
名
中
、
本

人
出
席
３
７
名
、
委
任
状
出
席
７
７
名

と
な
り
、
資
格
審
査
委
員
の
山
尾
和

久
氏
が
総
会
成
立
を
宣
言
し
、
議
事

に
入
っ
た
。

５
年
度
実
績
で
は
、
年
間
の
経
過
報

告
の
後
、
漁
業
種
類
ご
と
に
設
け
た
部

会
活
動
等
を
報
告
し
た
。
６
年
度
の
事

業
計
画
で
は
、
部
会
ご
と
の
調
査
研
究

活
動
が
発
表
さ
れ
た
。

団

体

総

会

１
１
日
、
県
水
産
会
館
５
階
研
修
室

で
定
例
総
会
を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
中
根
本
部
長
は
「本
日
は
漁

協
運
営
委
員
改
選
後
の
初
と
な
る
総

会
。
共
済
活
動
の
目
指
す
方
向
を
明

確
に
し
、
組
合
員
に
寄
り
添
い
、
漁
協

収
益
に
貢
献
す
る
事
業
と
し
て
発
展

す
る
契
機
と
し
た
い
」と
主
催
者
挨

拶
。議

事
に
先
立
ち
、
来
賓
と
し
て
出

席
し
た
全
国
共
水
連
の
中
島
健
常
務

理
事
か
ら
中
根
本
部
長
に
共
水
連
会

長
の
特
別
表
彰
状
が
手
交
さ
れ
た
。

議
事
で
は
、
設
置
規
程
の
一
部
変

更
、
２
０
２
３
年
度
活
動
報
告
、
２
０

２
４
年
度
活
動
計
画
（案
）及
び
漁
協

漁業士連絡協議会ＪＦ共済推進本部

「The・おおいた」ブランド

  ７日、トキハ会館「ローズの間」で流通対策本部（本部長：

淵野勇県農林水産部長）の総会があった。

  第１号議案の令和５年度事業実績の中で、水産物につい

ては、関東・関西圏を中心に「かぼすブリ」を含む養殖ブリの

ＰＲを強化した。パートナーシップ量販店では、かぼす養魚

やタチウオ、骨切りハモ等のＰＲ販売や料理教室による食

べ方提案を行った。日本最大の天丼チェーン「天丼てん

や」を運営するロイヤルフードサービス㈱を「パートナーシッ

プ飲食店」に認定し、ハモや関ぶりなど県産魚の拡販につ

なげた、等が報告された。

　第２号議案の６年度事業計画で水産物は、マーケター（漁

業管理課）やマーケティングアドバイザー（うおいち：関西、

三共物商：九州）と連携し、１１月に本県で開催される「全国

豊かな海づくり大会」や来年の「大阪・関西万博」の機会も

取り込み、県産魚のＰＲに取り組むとした。

講演する春永克己氏(右) 山口県、山口県漁協の皆さん

  豊北８支店でも漁業者の減少と高齢化、後継者不足

は深刻。国、県、市の漁業支援制度で豊北支店ブース

を訪れる１５名ほどの中から、本人のやる気などを見て毎

年１～２名を選び研修する。指導者には複数の卒業生

があたり、３ヵ月ごとにローテーションして様々な漁業種類

（イカ釣り、ヨコワ釣り、タコかご、採介藻等）を研修してもら

う。行政から船代や漁具に対して金銭面のサポートがあ

り、研修生の定着率が延びた。研修１年後から使用する

自船は、支店が所有して研修生にリースしている。この１３

年間で１５名の研修生を支援し、脱落者はいない。

春永克己氏の講演要旨

流通対策本部



令和　６年　７月 水産おおいた 第１６７号

　ヒラメ陸上養殖の給餌は手作業で行われているため、多大

な時間を要し、養殖業者にとって大きな負担となっています。

また、湾内で赤潮が発生した際には養殖場に泊まり込み、昼

夜問わず水質チェックを実施して被害防止に努めなければな

らず、肉体的・精神的な負担が過大となっています。

　当研究部では、これらの課題を解決するため、今年度持続

可能なヒラメ養殖の確立に向け、スマート化された試験養殖

施設を整備しました。

　ここでは大きく二つのシステム開発を目指します。一つ目

は、給餌作業の省力化に資する赤潮や疾病等の変則的なリ

スクにも対応可能な、完全自動化ではない、作業補助的な給

餌システムです。養殖業者は各水槽に設置された給餌タンク

に餌を補給し、カメラでヒラメの摂餌状況を観察しながら、遠

隔で給餌を行うことを想定したシステムです。

　二つ目は、赤潮発生時のリアルタイム監視と即時対応を可

能にする、センサーを活用した揚水ポンプ等の遠隔操作シス

テムです。センサーが赤潮を感知した場合、養殖業者のス

マートフォンにアラートメールを通知します。通知を受けた養

殖業者は遠隔操作で揚水ポンプからの注水を停止し、同時に

現場の状況をカメラで確認することを想定したシステムです。

　今後は生産者の意見も取り入れ、より現場に役立つシステム

の構築を目指します。

（編集者注：水産研究タイムリー情報にダイジェスト版を掲載）

試験養殖施設

濾　過　槽

（4）

水 研 だ よ り ヒラメ陸上養殖のスマート技術開発

メ
バ
ル

、
ワ
カ
メ

（
杵
築
地
区
2
・
2
型

）

イ
サ
キ

（
上
入
津
地
区
2
・
2
型

）

マ
ア
ジ

（
鶴
見
大
島
地
区
サ
イ
コ
ロ
型

）

イ
セ
エ
ビ

（
名
護
屋
地
区
イ
セ
エ
ビ
型

）

効
果
を
発
揮
！
Ｊ
Ｆ
シ

ェ
ル
ナ
ー
ス

（
２
面
掲
載
の
研
修
会
で
報
告
さ
れ
ま
し
た

）
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オゴノリ天然採苗はじめました 魚病及び赤潮担当者会議を実施しました！

ドローンによる赤潮監視を行います！ 貝類養殖による漁場環境の改善に
５月３０日 水産研究部 養殖環境チーム 取り組みます！

５月３０日 水産研究部 養殖環境チーム
　当研究部では、今年度赤潮

被害を防止するため、ドローン

を活用した赤潮監視技術の

開発に取り組んでいます。本

技術の確立により、今後、赤

潮発生時に速やかに空撮を

行うことで、海面の色による赤

潮種類の推定、発生場所の

特定、発生域の拡大及び流

向監視などの効率的・効果的

な赤潮監視が期待されます。

　左：アサリ稚貝

　右：中間育成

水産研究タイムリー情報

スマート技術を活用したヒラメの養殖

　5月29日に当研究部で、市町村、漁協職員を対象とした「魚

病及び赤潮担当者会議」を実施しました。赤潮については、過

去の発生状況、今年度の発生予測、漁業被害が発生した際の

対応などについて説明しました。魚病については、令和5年度の

発生状況の報告、新たな疾病に関する情報提供等を行いまし

た。

　寒天原料や刺身のツマなどに利用されるオゴノリはこの時期

に成熟します。当グループではオゴノリ養殖試験を行うため、6

月4日に天然採苗を行いました。

　宇佐市地先のオゴノリが生息している干潟上にノリ網を設置

し、胞子の付着を待ちます。

今後、胞子の付着状況を調

査しながら天然採苗方法の

確立を目指します。

　植物プランクトンを食べて成長する二枚貝類の養殖を実施す

ることで、魚類養殖による栄養負荷を陸上に回収し、富栄養化

した湾内の漁場環境の改善を図ります。

　山口県栽培漁業センターから平均殻長6mmのアサリ6万個を

受入れ、水産研究部の海上筏で中間育成した後、11月から蒲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　江猪串湾で養殖試験を実

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施する予定です。

6月１３日 北部水産グループ 養殖環境チーム 試験施設を整備しました！
６月１２日 水産研究部 養殖環境チーム

　当研究部では持続可能なヒラメ養殖の確立に向け、スマート

化された養殖試験施設を整備しました。本施設では給餌作業

の省力化を図るための自動給餌システムや、赤潮発生時のリ

アルタイム監視と即時対応を可能にする、遠隔操作システムの

開発を行います。今後は生産者の意見も取り入れ、現場に役立

つシステム構築を目指します。

〇水産研究タイムリー情報は、大分県のＨＰ掲載分から作成しました。 https://www.pref.oita.jp/site/nourinsuisan/timelyjouhou2017-3.html

　ヒジキが成熟するこの時期は、当

グループでも種苗生産が最盛期とな

ります。母藻の成熟状況を見極め、

卵（0.2mm程度）の放出を待ち、水

槽内の受精卵を目合い（めあい）

0.1mm程度の網で集めます。

　受精卵は発芽が進むと物に付く性

質があるので、コンクリートブロックな

どに付着させます。

　こうして得た種苗を使用して養殖

試験等に用い、ヒジキの繁る海を目

指します。

6月４日 北部水産グループ 養殖環境チーム 6月４日 水産研究部 養殖環境チーム

ヒジキ種苗生産　最盛期
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漁
業
の
成
長
産
業
化
に

つ
い
て

阿部長夫議員

一
次
産
業
の
就
業
者

確
保
つ
い
て

後藤慎太郎議員

養
殖
漁
業
の
振
興
に

つ
い
て

清田哲也議員

養
殖
魚
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
高
め
る
た
め

市
場
へ
の
安
定
出
荷
が
必
要
。
ブ
リ
養

殖
で
は
天
然
種
苗
の
入
手
時
期
が
限

定
さ
れ
、
４
～
６
月
の
出
荷
量
が
減
少

す
る
「端
境
期
」が
生
じ
る
こ
と
も
踏

ま
え
、
養
殖
漁
業
の
振
興
に
ど
う
取

り
組
む
の
か
。

【答
弁
】淵
野
部
長

養
殖
業
の
経
営
安
定
の
た
め
、
か
ぼ

す
ブ
リ
な
ど
ブ
ラ
ン
ド
魚
の
開
発
や

フ
ィ
レ
加
工
に
よ
る
付
加
価
値
向
上
に

よ
り
販
売
促
進
に
努
め
て
き
た
。
今

後
は
８
月
に
竣
工
す
る
蒲
江
の
加
工

施
設
を
活
用
し
、
多
様
化
す
る
国
内

外
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
価
格
の
下
支

え
に
つ
な
げ
る
。
一
方
、
天
然
よ
り
遅

い
８
月
に
種
苗
生
産
す
る
県
開
発
の

技
術
を
漁
業
公
社
に
移
転
し
、
端
境

期
出
荷
の
増
大
に
努
め
る
。
こ
れ
ら
に

よ
り
、
養
殖
業
の
振
興
に
取
り
組
む
。

大
分
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

第
２
６
回
委
員
会

１
２
日
、
県
水
産
会
館
５
階
研
修
室
で

第
２
６
回
委
員
会
が
あ
っ
た
。

第
１
号
議
案
「あ
わ
び
類
、
う
に
類
の

採
捕
の
禁
止
に
つ
い
て
」は
、
漁
獲
量
が
減

少
傾
向
に
あ
る
あ
わ
び
類
、
う
に
類
の
種

苗
放
流
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
放
流

場
所
を
２
年
間
禁
漁
と
す
る
資
源
管
理

を
実
施
し
て
い
る
県
漁
協
か
ら
、
取
組
の

実
践
に
係
る
公
的
担
保
措
置
と
し
て
委

員
会
指
示
の
発
出
要
望
が
あ
っ
た
も
の
。

あ
わ
び
類
は
佐
伯
市
米
水
津
宮
野
浦
地

先
、
う
に
類
は
津
久
見
市
大
字
四
浦
地

先
の
放
流
区
域
に
お
い
て
、
９
月
１
日
か

ら
２
年
間
採
捕
を
禁
止
す
る
委
員
会
指

示
を
発
出
す
る
こ
と
に
決
し
た
。

第
２
号
議
案
「知
事
許
可
漁
業
の
制
限

措
置
及
び
申
請
期
間
並
び
に
許
可
の
有

効
期
間
に
つ
い
て
」は
、
杵
築
地
区
漁
業

者
か
ら
許
可
の
追
加
に
つ
い
て
要
望
が

あ
っ
た
小
型
機
船
底
び
き
網
漁
業
手
繰

第
２
種
こ
ぎ
網
漁
業
に
つ
い
て
、
漁
業
の

許
可
の
申
請
を
受
け
付
け
る
前
に
、
あ

ら
か
じ
め
制
限
措
置
及
び
申
請
期
間
を

公
示
す
る
こ
と
に
つ
い
て
知
事
か
ら
諮
問

を
受
け
た
も
の
で
、
異
議
な
い
旨
答
申
す

る
こ
と
に
決
し
た
。
許
可
す
る
こ
と
が
可

能
な
数
は
１
１
隻
、
申
請
期
間
は
６
月
２

０
日
か
ら
１
ヶ
月
。

第
３
号
議
案
「知
事
管
理
漁
獲
可
能
量

の
設
定
に
つ
い
て
」は
、
知
事
が
管
理
す
る

「ま
さ
ば
及
び
ご
ま
さ
ば
漁
業
区
分
」の

知
事
管
理
漁
獲
可
能
量
を
現
行
水
準

（目
安
数
量
２
０
０
５
ト
ン
）と
す
る
こ
と

に
つ
い
て
知
事
か
ら
諮
問
を
受
け
た
も
の

で
、
異
議
な
い
旨
答
申
す
る
こ
と
に
決
し

た
。第

４
号
議
案
「連
合
海
区
漁
業
調
整
委

員
会
に
関
係
す
る
事
前
協
議
へ
の
委
員

派
遣
に
つ
い
て
」で
は
、
周
防
灘
に
お
け
る

小
型
底
び
き
網
の
操
業
状
況
等
に
関
す

る
県
内
漁
業
者
か
ら
の
聞
き
取
り
に
渡

邉
委
員
、
豊
予
海
域
に
お
け
る
ま
き
網
、

は
え
な
わ
及
び
一
本
釣
り
漁
業
の
入
漁

に
関
す
る
愛
媛
と
の
事
前
協
議
に
疋
田

委
員
及
び
須
川
委
員
を
派
遣
す
る
に
決

し
た
。

【答
弁
】佐
藤
知
事

海
づ
く
り
大
会
の
本
県
開
催
を
好

機
と
捉
え
、
生
産
と
販
売
両
面
か
ら

漁
業
振
興
に
取
り
組
む
。

生
産
面
で
は
、
漁
船
漁
業
に
お
け
る

漁
場
環
境
整
備
、
種
苗
放
流
、
資
源

管
理
を
一
体
的
に
進
め
、
国
東
に
竣

工
予
定
の
種
苗
生
産
施
設
を
活
用

し
、
海
域
毎
の
放
流
効
果
を
高
め
る
。

養
殖
業
で
は
、
漁
場
の
環
境
改
善
と
ス

マ
ー
ト
技
術
の
導
入
に
よ
る
生
産
性
の

向
上
を
進
め
る
。

販
売
面
で
は
消
費
拡
大
に
力
を
注

ぐ
。
県
内
全
て
の
小
中
学
校
給
食
に

養
殖
ブ
リ
を
提
供
し
、
県
外
で
は
商

社
等
と
連
携
し
新
た
な
販
路
を
開
拓

す
る
。
完
成
間
近
の
蒲
江
加
工
場
で

は
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
海

外
需
要
も
取
り
込
む
。

こ
う
し
た
漁
船
漁
業
の
資
源
回
復
や

養
殖
業
の
安
定
生
産
、
水
産
物
の
消

費
拡
大
へ
の
取
組
な
ど
を
進
め
、
漁
業

の
成
長
産
業
化
に
つ
な
げ
る
。

本
県
の
水
産
業
は
、
温
泉
と
並
ぶ
観

光
資
源
と
も
言
え
る
海
の
幸
を
提
供

し
て
い
る
。
人
口
減
少
が
進
む
中
、
持

続
的
産
業
と
す
る
た
め
に
は
、
人
材
の

確
保
に
向
け
た
取
組
が
重
要
。

今
後
、
県
は
魅
力
発
信
を
含
め
就
業

者
確
保
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

【答
弁
】淵
野
部
長

就
業
者
の
確
保
に
は
、
中
核
と
な
る

力
強
い
経
営
体
が
産
地
を
形
成
し
、

新
た
な
人
材
を
呼
び
込
む
サ
イ
ク
ル

を
生
む
こ
と
が
大
切
。
先
進
的
な
成

長
促
進
技
術
等
を
取
り
入
れ
て
い
る

ヒ
ラ
メ
養
殖
業
者
な
ど
魅
力
あ
ふ
れ

る
経
営
体
の
活
躍
を
Ｐ
Ｒ
し
、
産
業
の

魅
力
を
若
い
世
代
に
浸
透
さ
せ
る
。
併

せ
て
、
安
心
し
て
就
業
で
き
る
よ
う
技

術
や
知
識
等
を
学
ぶ
研
修
体
制
も
充

実
さ
せ
、
就
業
者
の
確
保
に
努
め
る
。

【質
問
】阿
部
議
員

漁
船
漁
業
の
復
活
に
向
け
大
事
な
こ

と
は
、
水
産
物
の
消
費
拡
大
に
よ
り
漁

業
者
の
所
得
向
上
を
図
り
、
後
継
者

の
確
保
や
育
成
に
つ
な
げ
漁
業
の
成
長

産
業
化
を
実
現
す
る
こ
と
。

本
年
度
、
本
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国

豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
を
契
機
に
、

漁
業
の
成
長
産
業
化
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
。

【質
問
】後
藤
議
員

【質
問
】清
田
議
員

養
殖
漁
業
の
直
近
の
課
題
は
、
飼
料

価
格
の
高
騰
が
経
営
を
圧
迫
し
て
い

る
こ
と
。
価
格
転
嫁
を
し
て
も
需
要
が

落
ち
な
い
取
引
環
境
を
つ
く
る
に
は
、

県議会

水
産
関
係
質
疑
応
答

第
２
回
定
例
会

令
和
６
年

県
議
会
は
６
月
１
６
日
に
第
２
回
定

例
会
を
開
会
、
１
９
日
か
ら
３
日
間
一

般
質
問
を
行
っ
た
。

阿
部
長
夫
氏
（自
民
党
・杵
築
市
）は

「漁
業
の
成
長
産
業
化
に
つ
い
て
」、

後
藤
慎
太
郎
氏
（自
民
党
・大
分
市
）

は
「一
次
産
業
の
就
業
者
確
保
に
つ
い

て
」、
ま
た
、
清
田
哲
也
氏
（自
民
党

・佐
伯
市
）は
「養
殖
漁
業
の
振
興
に
つ

い
て
」質
し
た
。



令和　６年　７月 水産おおいた 第１６７号 （7）

　大分編の第３弾は第２弾に続いて下入津漁港。「まるで体育館？！弩級の広

さの陸上養殖で元気に育った「かぼすフグ」堪能！」と題して、養殖業者の高

瀬興治さんが息子さんと登場。

　第４弾は長洲漁港。「絶景！朝焼けの海でサヨリ漁！絶品刺身の透明度にか

ほなんも大驚愕！ 」と題して、県漁協青年部長の山田和幸さんとサヨリ漕ぎに

出漁。最後は浜の仲間たちと宴会に。

　白鶴酒造公式チャンネルでご覧下さい。

九州じゃらん６月号に紹介されました！

編 集 後 記

【蒲
江
地
区
統
合
支
店
】

蒲
江
地
区
統
合
支
店
長
兼
蒲
江
・名

護
屋
支
店
長
（蒲
江
地
区
統
合
支
店

長
（専
門
員
））山
本
君
和

【本
店
】

▽
総
務
部

総
務
課
臨
時
（５
・１
３
新
規
採
用
）

大
野
麻
衣
子

▽
経
済
事
業
部

販
売
課
（名
護
屋
）課
長
補
佐
（蒲
江
・

名
護
屋
支
店
長
）後
藤
一
雄
、

販
売
課
臨
時
（５
・１
３
新
規
採
用
）

塩
月
真
由
美
、

お
さ
か
な
ラ
ン
ド
稙
田
店
長
（復
職
）

小
米
良
一
郎

6.1

人
事
異
動

ご
活
躍
を

祈
念
し
ま
す

  「京都府漁協だより」を読んで驚い

た。新入職員を紹介するコーナーに登

場した女性、就職のきっかけは「大学３

年生の時に参加した大分県漁協の講

演会で、組合員さんに寄り添う漁協職

員の仕事に魅力を感じた」とのこと。な

んとも嬉しい言葉である。

  さて、中根組合長の２期目の運営が

スタートした。７年ぶりとなる事業利益

黒字の勢いで、さらなる改革・改善を

進めたい。もちろん、組合員に寄り添

う、一層魅力ある組合でなければなら

ない。役職員の皆さんのご協力をお願

いします。

 第４弾　絶景！朝焼けの海でサヨリ漁！
絶品刺身の透明度にかほなんも大驚愕！

https://www.youtube.com/watch?v=aB67a8Fbpbc

元気に育った「かぼすフグ」堪能！

https://www.youtube.com/watch?v=xu5oB35HfVM

白鶴漁港巡り「大分編」！

 第３弾　まるで体育館？！弩級の広さの陸上養殖で

サカナをたべれば

幸福が見えてくる ウ オ メ シ


